











片 山 行 雄
1.伝統的工芸技術の問題点
日本の工芸文化の特長的な姿は,そ の揺籃期において,地域的閉 鎖 の 歴 史
的,社会的な条件の申で,極 めて集約的な醇化の過程をへて形成された もので
あった。それはただ一つの開口部を もつ壺中の世界において,自 然醗酵の形で




「材質」と 「技術」 との二つがその過半の運命 を負 うものである。
上代からの胎動 ・成育の時期を経て,中世の末の自律的,精神的閉鎖の場で
到達することの出来た 「雅」の技術美と,江戸時代の現実的な材質自体の他律
的閉鎖の中に成立す る 「粋」の技術美 とは,いつれ も共に人類が到達す るこの
可能な究極の世界であ り,日本が真に世界に誇 り得る唯一つの ものであろ うと
思 う。雅 も粋 も,工芸の技術的美を言い表わす適切な言葉 とは云い難いが,特
別な表現の方法がないので今 この文字をか りる。雅 とはひなびに対す るみやび
ではな く,精巧に対する雅致であ り,粋は野暮に対するい きよりも,むしろ豪
華に対する瀟酒の概念に近い。これらはいずれ も,工芸美を享受する特殊な趣
味態様として存立 しなければならないし,それは又,材 質,材感に対する完全




れを感覚 し得 るものであるが,粋 の本体は身体的動作によらねば知覚すること
が出来ない。いずれ も単 なる生理的視覚によって捕捉することは不 可 能 で あ
る。雅は不完の状態に形体をとどめ,晦渋に代位せ しめた色相をもって現象の
表皮をおお う。粋の内方性は もと支配者の法や権力の抑圧に対す る抵 抗 に発
し,フラス トレーションの充足を求めて不可視的な場に至上の贅美を尽す こと
を試みる。雅は形而上的に現象を陰蔽する技術的過程によって,真 実の相の内





せしめることが目的ではない故に,技術美 と称すべ きであるか もしれぬ。而 し
これ らの技術美は,単 に人閭の物を造 り得る能力に発 した,機能概念の世界だ










ともいうべ きもので,そ のすべての部分に含 まれ、る技術美を視覚にとらえ ド
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前赤壁の賦の淡い画賛をもつ,先 代道八の小碗に玉露を くんで くれた彼




次の日に金沢か ら来京した伝統工芸関係者 との懇談会の席上で,京 都側
のY氏 か ら漆器をたたみの上で製作する事の非能率が強 く指摘きれたが,
能率や生産性 とは関連のない世界で営まれるこれ らの仕事を,単に嘲笑 し




めている大 きな意義を見落 して,近代設備の大工場でベル ト・コンベヤーに乘
って生産 される事々のぞむな ら,その時,伝統の技術美は姿を消すことであろ
う。
現状の社会分業体制による企業規模の過小零細性や,技術,設 備 の前 近 代
性,感 覚面での非現実性など,卑近な問題 も数多いが,基 本的な重点の的を外
しては,角をためて牛に殺す結果にな りかねない。第一は敗戦の劣等感が もた
らした,自国文化に対する過小評価を改めることである。日本民族の伝統の美
とは全 くうらは らな,物 的消費を求めてきまようことの空 しさをやめて,日 常
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的生活空間の申にも価値創造の深い喜びの存することをさとるべ き で あ る。









となど,すべて末だ不充分乍 ら新しい意義 もあると思 うので略述してお きたい
と思 う。
竹田出雲の浄瑠璃に表われているところから,壺々やでんばうの類は伏見人
形初期の時代か ら作 られ,近 代に至る迄作 られていた品種であることが知 られ
るにもかかわらず,現 在残っていない。初期において,半 ば実用的な土器製品


















の工人,伊勢その他の民部を献 じ,供御の器を作 らせたとあ り,贄の土師部 と
称せ られたこれらの人々の記録は,伏見陶窯についての濫觴を見 る事 が 出来








位下を授けられてより,朱雀朝に正一位を贈 られる迄,稲 荷社の権威の増大 と
共に此地が重要な意義を持ち初める事が知 られる。申期以降深草は景勝の地 と
して貴族の別業 の地 と化 し,数多の寺院の建立 も行われた。
陶業にっいては後鳥羽,伏 見両朝の記録 を見 る位で,凡 そ平安以降の日本文
化は,檜皮葺の神殿造 りや,漆工文化の時代で,陶業 も製瓦 も沈滞の時期であ
る。鎌倉期に瀬戸開窯に先立 って,加藤四郎左衛門が深草の地で製陶したとい
うのは単なる伝説であろう。室町期に及んで深草焼が登場し,初 めて施釉の陶
器や型物の小器物を造 り出すに至 る,而 して安土以降の時期には築城の盛行と
当時伝来した明代の進歩 した製法によって,此地の製瓦は再び繁栄をとりもど
す。凡 そ瓦 と一般陶磁器 とは古い時代において区分がない事は,申国において
,.








きれるが,古 い時代は木型か素焼型を使用 し,瓦の如 き平面形の量産には木型
が最 も多く利用きれた と思われ る。木型によっては立体形の成型が出来難いと




れ易いか も知れぬが,只 この作品が押型による二個の部分から成立 っている所
に,伏見人形の成型技術に関する重要な示唆をもつ ことを見逃 して は な らな
いのである。工芸志料其他によれば,伏 見人形初期においては,素焼 された二
個の部分を膠で接着 し,一個の立体造型とした後着彩 したと伝 えられるから,
現在の様な型起しをした二個の素地 を,生のままで接 ぎ合せて後焼成する技術
が何時の頃創案きれたか不明であるが,技 術的進歩の経過 と凡その年代 とを知
ることが出来るのである。陶磁器の器物成型の大宗は轆轤によったのであり,
型物の技術は瓦製造の側に発達す るものであるが,伏 見深草の陶窯 に お い て
は,図 らず もこの両者が共に存在 し発展 した事が,遂 に優れた土人形芸術を成
立させる大 きな原因 となったものであろう。
楽家に 「赤楽獅子の鬼瓦」の雄作が伝えられているが,作 者長次郎 も瓦職人





初期の幸右衛門,中 期の松本五三郎,末 期の欽古堂亀祐の三人の偉人 に よっ
て,江戸期の三百年間を,瓦 も陶磁器 も影をひそめる程の盛業の も とを拓 い
たのである。中期の作品として,九 々翁の 「伏見焼開運撫牛」が伝わっている
が,灰黒色の瓦焼 きであ り,製作年代の延享は幸右衛門と亀祐とのほぼ申間に
当 り乳中期の作風,技 術を知る意味で貴重な資料である。この十八世紀申葉 に




川の船運を利用 した もので,当時 としては品質感覚において群に優れた新鮮な
商品を,各地に撒布 して実物宣伝をするについての交通の便は,は か り知れな
い大 きな役割を果 したものであろう。明治の頃に も,竹籠に梱包 された伏見人
形をつんで,伏 見街道を港に向う大八車の数は夥 しい ものであったと伝えてい
る。元禄の草子本にとり上 げられる程,早 い時代に江戸町民の間に浸透するこ






戸の町に稲荷を勧進す るもの多 く,各所に稲荷社が祀 られる様になった。当時
民間の俗語に,伊勢屋,稲 荷に犬の糞と称したの も,誠にこの間の事情を明 ら





宅,御宅田,屯 田を称 したもので,京 都を遠 く離れた皇家一族の私有地であっ
た。屯田の産物を収納す る屯倉 もみやけと称 きれた様である。 この遠隔の地か
ら京都にもたらされるものが 「みやけもの」であり,都には珍奇である点 を賞
した ものと考 えられる。転 じてそれは変った土地,珍 らしい旅の先から自家や







層の経済生活に,な にがしかの余裕が与えられる程度6z商工業の発 達 が 見 ら
れ,申世的桎梏から解 き放 きれた造型感覚が生れようとするとき,言 い か え
れば近代の曙光が訪れようとする時期をまたねばな らなかったの で あ る,日
本の人形の歴史には,平安朝の信仰的な匂いの強い天児や,か たしろか ら雛人
形 えの発展をたどる一つの系列があり,室町の末,能 の面を打つ人達の技衛を
通 して,御所人形,京 人形えと発展するが,こ の場合においても,信仰的要素
か ら解放 され,観照的作品に昇華するについては,彫 師達の目が人体造型の過
程に物の個を視ることの出来る,近代精神の透過を必要 としたのであった。埴
輪における人体造型を,庶民の側の土人形の歴史に結びつけようとす る試 み
は,多 くの文献に見 うけられるが,上 述の意味で当 らないと思 う。応仁につづ
く長期の内乱が終ろうとする頃,永 正が十八年,天 文が二十五年に近い年号を








年 と、しているが,天 文の庶民文化胚胎期・より数十年を経て,天 正中より元禄に
かけての凡そ百年の間に,日本の各地において郷土玩具土人形の類が完成 した
事を示 レている ものである。京都の文化に近 く,豊富な原料とすぐれた技術 と
に恵まれた伏見人形は,そ の揺籃期を天文を中心 とする時代に遡 らせる事は無
理ではないと思 う。工芸志料は,元和元年伏見の人鵤幸右衛門と云 う もの あ
り,初めて小児玩具の土偶人を作る,と云っているのは,出典を明 らかにしな
いが,も し元禄頃の草子本や,後の戯作類を根拠にした ものであれば,文献 と




とり上げて,幸 右衛門は浮田家の家臣であるか ら,人形等を作 る筈がない と云
っているが,本 来人形師である幸右衛門を,た またま戯作者が とり上げて,主
家の仇討をする浪々の武人に脚色した ものであって,本末転倒の論である。伏
見人形の初期に 「でんぼ う」と称するものがあって,草子本その他にも見 うけ
られるが,語義不明gと ころか ら古来諸説紛々となっている。このでんぼ う製
作のため稲荷神社境内の池のほとりの土を採 ったため,人 々がでんぼ うの池 と
称する様になった ものである,稲荷社は庶民信仰の地であって,そ こには知識




ると云 う付会の説をたてているが,前 記幸右衛門武人説と同様 もめの順序が逆
であるげ
幸右衛門の在世はおおよそ元禄を下限とし,摸倣追従者たる今戸の半七が享
保中に土人形を初めているところか ら,数十年を溯 る時代迄 と考えるのが妥当
と思 う。浮説の如き浪入武士の片手問で造 られる様な状態であるなら,伏見の




な らず,若 し幸右衛門を否定するな ら,別個の人物を認めなければな らないの
である。幸右衛門の作を偽物と称 し,幸右衛門の存在を否定する人 も多い。而
し偽物の存在によっては本物を否定 しようとする論拠にはな らず,単 に偽物存
在の証拠物件以外の効力はない。偽物によって作者を否定出来るなら,世に抹
殺 きれ得る芸術家は限 りな く出来 るであろう。残念乍 ら文献は残されていない
し,遺作の明証を欠 くの も事実である。而 し乍 ら曽て知識層や上層階級との関
連 をもたず,た だ庶民が造 り庶民が需めて伝えられて来た仕事に,文献の伝わ
らないのは当然至極であ り,文献があれば先づ疑 うのが正 しい態度である。世
に幸右衛門の作 と称するものは相当数あるか ら,それらを比較研究 した上でな
ければ,軽 々な判断は下すべきでない。偽は真の反対概念 として成立6の で,
真ににせ る行為を指すのであるか ら,対象としての本物が予期 きれていなけれ
ば偽物の概念は成立 しようがないのである。だから概念の上では本物の成立は
既定の事実であって,世上に流布 きれる多 くの偽物は本物存在の裏 付 け で あ
る。伏見人形の世界では古来,人形屋幸右衛門は観念の上に実在し続けて来た
のである。具体的な現実とどの様に結びつけるかの問題が残 されている4zすぎ
ない。有阪氏の如 く 「幸右衛門作 と呼ぶ ものは尽 く後人の偽物であち」と断ず
一54一
る根拠はどこにもない。










を残 した人物の存在した事 を裏付けるものである。イ リアッドとオデ ィッセイ
との間に一世紀の距 りがあると云 う説がある。 もしそれが事実として確認 され
るなら,古代希臘は偉大な二人の詩人をもつ事が出来たのであろう,それを私
は信ずることが出来る。 「かかる問題を論争するには余 りに人生は短かい」と





右衛門以前の時代には岩絵具で彩色きれた,手造 りの芸術的作品 も作 られた様
である。前掲室町末期からの深草焼の技術的進歩は,茶器,手 焙 り,土 風 呂







油注の実用品,壺 々,人形,鳥,獣 のわ らべだましの玩具類,稲 荷神社の使わ
しめとある信仰関係の ものが記されてお り,真頼翁の志料には幸右衛門につい
て,「その作るところの もの土偶人及禽獣又祭器に用いる盞,暈を製す一 何
れ も世の喝釆を得 し名工な り」とある。陶器辞典は初期の製品として,狐,布
袋,で んぼう,つぼつぼ,柚,お やま,牛,西 行,土鈴の九種を,又近代のも
のとして布袋,狐,で んぼ う,西行,撫牛,ち よう,叶福助,饅 頭喰,つ ぼつ




ったが,恐 らくその過半は将来再び作 られる機会はなかろうと思 う。因に未調
査ではあるが,大西家に所蔵する古型は尚数百種を数 えるであろう。今それ ら
の品種から概略の形式を分類して見 る。
1.実 用品系,初 期的稚拙な土器製実用品,炮烙,田 炮,胡 麻煎 り,火吹筒,
鈴,庫
2.信 仰呪術系,稲 荷信仰に結びつく狐,玉 等が,実 用品系列の ものと共に店
頭に列べ られ,型 の技術的発達に伴い品種を増 して行 く,幸右衛門稲荷等
の狐の形式が伝 えられている点よ りして,発祥年代の古いことを物語って
いる。
狐,玉,天 神,布 袋,牛,西 行,狛 犬,友引(五 人子),俵 牛
3.招 福吉祥系,素 朴原始的信仰か ら,ゆとりを見せる非直接的信仰系が展開
し,或は縁喜 ものとして幅広 く浸透して行 く
七福神,福 助,お 多福,撫 牛,高 砂,亀y五 猿,ピ ンピン鯛,鯉 の 滝 昇
り,三番叟,獅 子舞,ち よう,小判狐,招 き猫
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4.'説話,伝 説系,成型法の進歩がますます形式を複雑化 し,教訓,そ の他文
学的内容の表現を試みるに至る。
饅頭喰,二 十四孝,曽 我対面,盗 賊児童,三 条小鍛治,玉 取竜,狐 馬の り
5.装 飾鑑賞系,享 楽的な庶民文化の動向 も伺 うことが出来る段階で,純 鑑賞
形式の成立には,技術的進歩に対する,消費生活の向上が伴った事を証明
するものである。
歌舞伎人形,角 力,太夫,お やま,お ぼこ,飾馬,十 二支




,柚でんぽ,犬,内 裏雛,大 将人形,み こし,かまど,めん こ
以上のほか,上 記の総合的な品種 も数多 く見 られ,又本来の目的以外,単 に
土産物 としての目的に利用きれる場合 も夥 しい ものであろうと想像 される。そ
の他 これら何れの分類にも属 きぬ特殊な目的の もの,珍 品,奇種に類するもの
も若干は作 られたらしい。型の大小を含めて数えるならば,創 始以来造 られた
伏見人形の形式は実に千を超すべ く,渺たる郷土玩具,土 人形 といえども,造
型史上まれに見 る彭大な体系 と云 うべ きであろう。又それ ら一々の作品の目的




階に及び,尚未完の問題点を残 しつつ,紙 数の多 くを技葉の事柄に割いた事を
選憾としたい。伝統的工芸共通の問題 と共に,伏見人形独自の課題 も数多 くあ
るが,先 づ技術的観点か らの検討は第一の要点であろう。大西家現在の窯炉が




のため破損し易いが,こ われれば再び稲荷山に戻って土 となると云 う,云い伝
えの習慣的隋性で今に改められないO現在稲荷の社前で売 られている狐,瓶 子
の類は,石焼 きの堅宰なもので占められ,そ れら瀬戸,多 治見か らの移入品に
よって販路を荒 ざれている点を充分考慮 しなければならぬ。離型用 の キ ラ ラ
粉,接 着用の膠,そ の他材料,製法の全般に亘って旧法の踏襲が 多 いが,腐
敗,凝 固,非 耐水性の膠の欠陥は改めるべ きものと思 う。
'工芸の意匠,感 覚 としての観点か らは,商品市場 に優劣を争 う根本問題であ




阪氏の 「伏見人形」には 「ひとり伏見人形は時勢の推移を知 らず,遅 々として
低迷を続け云々」とあるの檍 縢 甑 の問題力畫多く撚 艇 ρ∫郷尊 則
は博多人形について 「郷土的乃至芸術的価値からは甚 しく質を低下して,単 に






されて居 り,廉価に売る事が出来て消耗品の如 く考 えられていた。 「でづぢ で
んぼう稲荷の土産,お とした らわれる」と云 うわらべ唄に仕組まれ,子供 らは
取 り落せば直ちに当然の如 く次を買い求めるのであった。 こわれて再び稲荷の
土になると云 う不合理は,い きさか も意に介 されていなかったの で あ る。 布





が存在したが,今 次の戦争 には殆ど潰滅的打撃をうけて,現 在僅か一窯元を残
すにす ぎない。当主は販売上の巧妙な トリックを用いる人柄ではないが,斯 業
の将来の為には新 しい時代の流通体制についても考慮を煩わし度い所である。
今 日的な意匠の意味は,消 費調査,流通過程,製 産方法等を含めた全体 と考 え
ねばならず,結論 には時日をか りねばならないが,昔 日の盛運を回復して先人
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